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【はじめに】反復唾液嚥下テストは，神経原性の嚥下障害者  (小口 ; 2000a，2000b)，フレ
イル・サルコペニアによる嚥下障害者  (平野，2015) で，回数が減少することが報告され
ている．嚥下反射の惹起を改善させる訓練は多数報告されているが  (Logemann et al; 
1998，藤島 ; 1998，Ebihara et al; 1993，Ebihara et al; 2006)，口腔運動が嚥下反射に与
える影響は明らかになっていない．フレイル・サルコペニアによる嚥下障害は，嚥下関連
筋群に筋肉量減少や筋力低下が起きることで生じる．フレイル・サルコペニアによる嚥下
障害で反復唾液嚥下テストの回数が減少するのであれば，嚥下関連筋群に筋力強化訓練を
行うことで，一定時間の嚥下反射の惹起回数を増加させられる可能性が考えられる．我々
は舌挙上運動が健常高齢者において，舌骨上筋群をより効果的に活動させることができる
こと，舌骨上筋群の筋力強化訓練として有用であることを報告した  (佐藤ら ; 2018)．そこ
で本研究では，舌挙上運動が嚥下関連運動に与える効果を前後比較試験にて検証した．  
【対象及び方法】対象は健常高齢者 20 名 (男性 10 名，女性 10 名，平均 73.6 ± 3.2 歳 ) と
した．適格基準と除外基準を満たした被験者を舌挙上運動群と舌運動群  (以下，Sham 群 ) 
に割り付けた．測定機器は JMS 舌圧測定器を使用した．主評価項目は反復唾液嚥下テス
トとした．副評価項目は最大舌圧，舌の突出－後退，舌左右移動，下顎の挙上－下制，/pa/
の交互反復，/ta/の交互反復，/ka/の交互反復とした．訓練は両群とも 4 週間実施した．舌
挙上運動群は強度が舌圧 50 %，運動持続時間が 30 秒，反復回数が 3 回，1 日 1 セッショ
ン，週 3 日の頻度で実施した．Sham 群は舌の前後，上下，左右の移動運動を 10 回 1 セッ
トとし，1 日 3 セット，週 3 日の頻度で実施した． 統計解析は訓練前後を比較するために，
ウィルコクソンの符号順位検定を行った．効果量  (r) は水本ら  (2008) を参考に小 0.1，
中 0.3，大 0.5 とした．本研究は聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認  (承認番号 18015，
2018 年 6 月 13 日付 ) を得て実施した．  
【結果】適格基準と除外基準を満たした被験者は 15 名  (男性 9 名，女性 6 名，平均 73.2 ± 
3.4 歳 ) を舌挙上運動群 7 名，Sham 群 8 名の 2 群に分けた．舌挙上運動群と Sham 群の
背景因子に有意差は認めなかった．舌挙上運動群は，反復唾液嚥下テストの回数が訓練前
後で有意に増加した  (p =0.041，r = 0.770)．また，舌の突出－後退，舌左右移動， /ta/
の交互反復，下顎の挙上－下制の回数も訓練前後で有意に増加した  (舌の突出－後退：p 
=0.018，r = 0.890，舌左右移動：p =0.018，r = 0.900，/ta/の交互反復：p =0.017，r = 0.900，
下顎の挙上－下制：p =0.005，r = 0.900)．  
【考察】本研究より，反復唾液嚥下テストの回数は 4 週間の舌挙上訓練で増加することが
明らかになった．舌の突出－後退，舌左右移動， /ta/の交互反復は，舌骨上筋群が収縮し
て舌運動の土台としての安定性を保ちつつ，舌筋が収縮することで運動がされる．下顎の
挙上－下制は，閉口筋および舌骨上筋群などの開口筋が収縮することで運動がされる．以
上より，舌挙上訓練は舌筋と舌骨上筋群の筋力を強化し，舌運動と喉頭挙上の機能を向上
させることで，一定時間の嚥下反射の惹起回数を増加させる可能性が示唆された．  
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